安心して食べられるものを食べたい・食べさせたい


日本科学者会議公害環境問題研究委員会・日本環境学会
魚食は日本文化・日本人の健康の源
2008年2月2日（土）
午後1時15分～5時30分
東京・文京シビックセンター ４階シルバーホール
どなたでも参加歓迎　　　　　参加費　500円
	<　内　容　>

◇EU、JECFA、コーデックス委員会などの国際動向　（予定時間1:20～2：15）
藤原寿和氏（化学物質問題市民研究会代表）（予定）
◇ダイオキシンによる魚介類汚染の実態と問題点　（予定時間2:20～3：15）
中下裕子氏（弁護士、ダイオキシン・環境ホルモン対策国民会議事務局長）
◇メチル水銀による魚介類汚染の実態と問題点　（予定時間3:30～4：25）
小野塚春吉氏（元東京都健康安全研究センター、日本科学者会議公害環境問題研究　　　　　　　　委員会委員、日本環境学会副会長）
◇魚市場（流通業者）から見た「魚食の安全・安心」 （予定時間4:30～5：25）
―東京都中央卸売市場の東京ガス豊洲工場跡地移転問題とも関連して―
野末　誠氏（「市場を考える会」総務役員）
コメント：畑　明郎氏（大阪市立大学、日本科学者会議公害環境問題研究委員会委　　　　　　　　　　員、日本環境学会会長）


	協力：化学物質問題市民研究会、家庭栄養研究会、久保医療文化研究所、市場を考える会、食の安全・監視市民委員会、生活協同組合 東京マイコープ、政経研「環境・廃棄物問題研究会」、21世紀の水産を考える会、日本科学者会議食糧問題研究委員会、オリンピックを考える市民の会
後援：公害・地球環境問題懇談会、ダイオキシン・環境ホルモン対策国民会議、日本消費者連盟、　　（財）東京保健会・病体生理研究所


詳しくはホームページをご覧ください。

日本科学者会議   http://www.jsa.gr.jp
日本環境学会　http://www.jaes.sakura.ne.jp/
